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（１） 第215号 令和２年（2020年）９月１日発行お お の 社 協 だ よ り

この社協だよりは赤い羽根共同募金の
配分金を活用して発行しています。

大規模な災害に備えて

　

７
月
29
日
に
結
と
ぴ
あ
に
お
い
て
、
大

野
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
岐
阜
県
郡
上
市

社
会
福
祉
協
議
会
と
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
相
互
応
援
協
定
の
締
結
調
印

式
を
行
い
、
大
野
市
社
協
の
齊
藤
康
文
会

長
と
、
郡
上
市
社
協
の
石
神
鉂た

ま
き

会
長
が
協

定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、大
規
模
な
災
害
時
に「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
・

運
営
等
に
関
し
て
相
互
に
連
携
・
協
力
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
円
滑
化
を
図
り
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
万
全
を
期
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

大規
模な災害に備えて

～大野市社会福祉協議会・郡上市社会福祉協議会
　災害ボランティアセンター相互応援協定～



● 災害ボランティアセンターとは？
　近年の日本においては、甚大な被害をもたらす自
然災害が頻発しており、本年７月にも梅雨前線によ
る豪雨災害が全国各地で発生しています。このよう
な自然災害は、いつ、どこで発生するかはわかりませ
んが、平常時からその対策と備えを十分に整えてお
かなければならないことは言うまでもありません。
　大規模な災害が発生したときに、被災された方々
の自立と生活支援のためには、災害ボランティア活
動は欠かすことのできない災害救援活動のひとつで、
その災害ボランティア活動を円滑かつ効率的に進め
るための拠点となるのが災害ボランティアセンター
です。

● 災害ボランティアセンターの役割は？
　災害ボランティアセンターは、被災された方々の
生活支援などを目的として、ボランティアの力をそ
の生活支援につなぐ仕組みで、被災者に寄り添った
視点で被災者とボランティアの思いをつないでいく
ことが役割であると言うことができます。
　大野市社協では、大野市災害ボランティアセンタ
ーの設置や運営に関することを協議・決定するため、
大野市災害ボランティアセンター連絡協議会を組織

（２）第215号令和２年（2020年）９月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

郡上市社会福祉協議会との
災害ボランティアセンター相互応援協定

しており、平常時においても災害時の迅速な対応な
どについて協議や訓練を進めています。

● なぜ相互応援協定を結ぶの？
　大野市において大規模な災害が発生したとき、災
害ボランティアセンターの設置・運営については、
大野市社協がその役割を担います。
　災害ボランティアセンターの設置にあたっては、
発災直後からスタッフの確保や物資の調達、災害ボ
ランティア募集人員の検討、住民への広報など大変
な準備作業があり、経験のある社協職員の確保がと
ても重要になります。
　今回の郡上市社協との相互応援協定は、災害ボラ
ンティアセンターの運営のみならず、その設置にあ
たっても、県境を挟んで位置するという地理的な利
点を生かし、即座に応援協力し合おうとするものです。

● その内容は？
　協定書では、その応援協力の内容として、
①被災した市の社協への職員派遣
②災害ボランティアセンターの設置や運営などの支援
③災害救援活動に必要な物資の提供やあっせん
④災害ボランティアの受け入れと救援活動の調整
⑤そのほか災害ボランティアセンター活動に必要なこと
　と定めています。

● この相互応援協定の特徴は？
　大規模な災害が発生したとき、迅速に応援協力を
要請するにあたっては、電話やメールなどにより行
うことができ、とりわけ、激甚な災害により通信が
途絶えるなどして連絡が取れない場合は、社協独自
の判断で支援ができることとしています。
　つまり、発災してから災害ボランティアセンター
が設置されるまでの人手のほしい時期（概ね３日間
程度と言われています。）に、応援しようとする社協
の判断で支援ができることを特徴としています。災害ボランティアセンター設置訓練の様子

 調印式に参加された皆さん



（３） 第215号 令和２年（2020年）９月１日発行お お の 社 協 だ よ り

共
同
募
金
の
使
い
道
は
？

　

皆
さ
ま
の
善
意
は
福
井
県
共

同
募
金
会
か
ら
民
間
福
祉
の
た

め
に
配
分
さ
れ
ま
す
。
昨
年
も

温
か
い
善
意
に
よ
り
多
く
の
募

金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
大
野
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
も
配
分
さ
れ
、
地

域
福
祉
事
業
に
有
効
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
【
福
祉
教
育
推
進
助
成
事
業
】

市
内
小
中
学
校（
15
校
）の
福
祉

教
育
活
動
を
支
援

　
【
障
害
者
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
】

在
宅
障
害
児（
者
）ふ
れ
あ
い
広

場
の
開
催

　
【
総
合
相
談
事
業
】

心
配
ご
と
相
談
、
法
律
相
談
の

実
施

　
【
広
報
活
動
事
業
】

社
協
だ
よ
り
の
発
行（
年
４
回
）

　
【
福
祉
活
動
団
体
運
営
助
成
事
業
】

福
祉
団
体
等
の
運
営
助
成

　
【
赤
い
羽
根
ま
ち
づ
く
り
福
祉

活
動
助
成
事
業
】

地
域
を
よ
く
す
る
ま
ち
づ
く
り

福
祉
活
動
を
行
う
団
体
へ
助
成

　
【
赤
い
羽
根
地
域
福
祉
活
動
活

性
化
助
成
事
業
】

住
民
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
地
域
福
祉
活
動
団
体

へ
助
成

〈
お
願
い
〉

　

今
年
の
募
金
活
動
や
配
分
金

事
業
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
実
施
方
法
や
内
容
が
一
部

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

義
援
金
を
受
付
中

　

豪
雨
や
台
風
、
地
震
な
ど
で

被
災
さ
れ
た
方
々
の
支
援
の
た

め
、「
義
援
金
」
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

大
野
市
天
神
町
１
―
19

　

大
野
市
共
同
募
金
委
員
会

　
　

電
話　

65
―
８
７
７
３

分
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

共
同
募
金
は

ど
の
よ
う
に
集
め
る
の
？

　
【
戸
別
募
金
】

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
市
内
全
世

帯
の
み
な
さ
ん
に
募
金
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
【
学
校
募
金
】

市
内
の
小
・
中
学
校
で
募
金
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
【
街
頭
募
金
】

各
協
力
団
体
が
量
販
店
や
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
前
な
ど
で
募

金
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
法
人
募
金
】

企
業
・
会
社
な
ど
に
一
口
千
円

以
上
の
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
イ
ベ
ン
ト
募
金
】

各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
募
金
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
【
募
金
箱
募
金
】

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

に
募
金
箱
を
設
置
し
て
募
金
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
【
職
域
募
金
】

官
公
庁
や
各
事
業
所
、
会
社
な

ど
の
職
域
に
募
金
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

今
年
も
10
月
１
日
か
ら
全
国

一
斉
に
共
同
募
金
運
動
が
始
ま

り
ま
す
。

　

共
同
募
金
運
動
は
社
会
福
祉

法
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
る
わ

が
国
で
唯
一
の
国
民
総
参
加
を

め
ざ
す
募
金
運
動
で
す
。

　

福
井
県
で
は
福
井
県
共
同
募

金
会
が
実
施
主
体
と
な
り
、
各

関
係
機
関
団
体
か
ら
の
配
分
申

請
に
基
づ
い
て
配
分
計
画
を
策

定
し
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
た
目

標
額
を
定
め
て
運
動
を
展
開
し

ま
す
。

　

ま
た
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

募
金
は
、
福
井
県
共
同
募
金
会

に
設
置
さ
れ
た
配
分
委
員
会
の

承
認
を
得
て
、
様
々
な
地
域
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む
民
間
団

体
を
支
援
す
る
「
自
分
の
町
を

良
く
す
る
し
く
み
」
と
し
て
配

「助け合い」「支え合い」
　そして　～つながり～

☆令和２年度目標額☆

大野市
　共同募金委員会
　　7,358,000円
福井県全体
　150,322,000円

地域の福祉　みんなで参加
　～赤い羽根共同募金にご協力ください～

地域福祉活動活性化助成事業
「長寿巻き寿司づくり」

紅葉まつり会場で和泉小児童が募金活動



（４）第215号令和２年（2020年）９月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

　令和２年度の大野市社会福祉大会は、今般の新型コロナウイルスの感染
拡大に鑑み、参加される市民の皆さんや関係者の方々の健康と安全を第一
に考え、中止させていただきます。

大野市社会福祉大会は中止します

人件費支出
170,870,321

事務費支出
2,105,725

事業費支出
50,387,833

設備資金借入金
償還支出
2,704,000

ファイナンスリース
債務の返済支出 786,000

助成金支出
4,258,047
貸付事業支出
70,000

その他の活動による支出
2,217,240

固定資産取得支出
210,650

積立資産支出
1,266,054

支　出
263,316,889

支払利息支出
83,122 拠点区分間

繰入金支出
28,357,897

会費収入　6,443,000

経営経費
補助金収入
29,710,850

受取利息
配当金収入
9,331

受託金収入
34,077,004

介護保険事業収入
120,990,135

負担金収入
1,242,020

寄付金収入
768,618

貸付事業収入
111,000
事業収入
640,801

その他の収入
429,287

収　入
263,972,483

障害福祉
サービス等
事業収入
40,016,320

拠点区分間
繰入金収入
28,357,897

積立資産
取崩収入
1,176,220

（円）

６月24日の大野市社会福祉協議会の定時評議員会で、
令和元年度の事業報告及び収支決算が承認されました。
決算について概要をお知らせします。

令和元年度　決 算 報 告

※詳細につきましては大野市社会福祉協議会事務局（本所）で閲覧することができます。

（円）

福祉サービスの苦情解決をお手伝い

福井県運営適正化委員会（〒910-8516　福井県光陽２丁目3-22　福井県社会福祉協議会内）

相談時間　月曜日〜金曜日　午前９時〜午後５時（祝日・年末年始は除きます。）
電話0776−24−2347　／　Fax0776−24−8942
E-mail　kujyo@f-syakyo.or.jp

　　　　　　　　　　　◎　いやな思いをした
　　　　　　　　　　　◎　サービス内容に不満がある
　　　　　　　　　　　◎　職員の対応が悪い　など

事業所に直接話しにくい場合や、事業所との話し合いで解決できなかった場合など
お気軽にご相談ください。秘密は必ず守ります（匿名でもかまいません）。



（５） 第215号 令和２年（2020年）９月１日発行お お の 社 協 だ よ り

　

大
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、
福
祉

委
員
を
中
心
に
、
区

長
や
民
生
児
童
委
員

な
ど
地
域
の
関
係
者

が
連
携
、協
働
し
て
、

地
域
の
生
活
・
福
祉

課
題
を
考
え
、
解
決
に
向
け
て

取
り
組
む
活
動
を
応
援
す
る
た

め
、『
小
地
域
支
え
合
い
支
援
事

業
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
２
年
間
の
モ
デ
ル
事
業
を

経
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
大

野
市
内
の
全
地
区
を
対
象
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
こ
の
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
１
地
区
３
万
円
を
上

限
に
助
成
し
ま
す
の
で
、
地
域

を
よ
く
す
る
取
り
組
み
を
お
考

え
の
福
祉
委
員
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
２
年
続
け

て
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
活
動

し
た
「
南
春
日
野
地
区
」
の
奥

島
美
晴
福
祉
委
員
と
、
南
口
正

己
区
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

き
っ
か
け

　

若
い
世
代
が
増
え
ま
し
た
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

機
会
が
な
く
、
世
代
間
交
流
を

し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

実
施
内
容

　

平
成
30
年
度
は
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会
と
も
ち
つ
き
、
令
和

元
年
度
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
（
輪
投
げ
、
囲
碁
ボ
ー
ル
、

ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ
）
と
も
ち

～小地域支え合い支援事業の
　　　　　　　実施地区を募集～

無 料 相 談 業 務 の ご 案 内 

　法
律
相
談

　
土
地
・
住
宅
・
財
産
な
ど
法
律
上
の
問
題
に
弁
護

　
士
が
応
じ
ま
す
。

　
　
　
（
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時
）

※
法
律
相
談
は
予
約
制
を
と
っ
て
い
ま
す
の
で

　

事
前
に
電
話
で
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
会
　
場
）
大
野
有
終
会
館
「
結
と
ぴ
あ
」
内
相
談
室

　心
配
ご
と
相
談

　
日
常
生
活
の
中
で
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
に
相
談

　
員
が
応
じ
ま
す
。

　
　
　
（
第
２
・
第
４
木
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午
）

（
会
　
場
）
大
野
有
終
会
館
「
結
と
ぴ
あ
」
内
相
談
室

　電
話
福
祉
相
談

　
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
に
社
協
職

　
員
が
応
じ
ま
す
。

　
　
（
電
話　

65
ー
８
７
７
３
）

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

天
神
町
１
ー
19

　
　
（
電
話　

65
ー
８
７
７
３
）

秘
密
は
厳
守

　
　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

つ
き
を
し
ま
し
た
。

成
果

　

地
域
の
人
と
顔
見
知
り
に
な

り
、話
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

も
ち
つ
き
は「
き
ね
」と「
う
す
」

を
使
い
、
子
ど
も
た
ち
は
も
ち

を
丸
め
る
経
験
を
楽
し
ん
で
く

れ
て
、「
上
手
に
で
き
た
ね
」
と

ほ
め
る
と
嬉
し
そ
う
に
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で

は
、
大
人
と
子
ど
も
で
対
決
し

て
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
地
区
の
人
の
新
た
な
一
面

の
発
見
や
、
こ
ど
も
た
ち
の
成

長
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ひ
と
こ
と

　

助
成
を
受
け
た
こ
と
で
、
し

て
み
た
か
っ
た
世
代
間
交
流
が

で
き
ま
し
た
。
地
域
で
す
る
か

ら
こ
そ
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
本
年
度
も
こ
の
事
業
の

助
成
を
受
け
る
予
定
を
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対

策
を
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

こ
の
よ
う
な
機
会
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

65
―
８
７
７
３

南春日野地区もちつきの様子

地域での取り組みに助成します



　

８
月
７
日
に
結
と
ぴ
あ
に
お

い
て
、
心
理
相
談
室
ア
シ
ス
ト

代
表
岡
本
克
己
氏
を
招
き
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
傾
聴
」

を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
人
と
接
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
対
象
に
し

た
内
容
で
、
19
名
が
受
講
し
ま

し
た
。

　

ゲ
ー
ム
に
夢
中
の
子
ど
も
に

宿
題
を
さ
せ
る
時
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
、
具
体
的
な
例

　わたしたちの住む地域の中には、あなたを
必要としているボランティア活動があります。

「ボランティアをやってみたい」「できること
からやってみたい」と考えている方、お気軽
にお問い合わせください。
　市内の各ボランティアサークルが、平日の
午前中に交代でボランティアセンター（結と
ぴあ２階）の当番をしていますので、ご自由
にお立ち寄りください。詳しくは大野市社会
福祉協議会のホームページをご覧ください。
点訳ボランティアてんてんの当番日には、視
覚障害の方のお越しもお待ちしております。
　また、ボランティアをお願いしたい、とい
う方に紹介も行っています。
〇お問い合わせ先
　ボランティアセンター
　（大野市社会福祉協議会）TEL65−8773
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

る
き
っ
か
け
は
人
に
よ
っ
て
様

々
で
す
。
今
回
は
、
大
野
市
内

で
、
最
近
活
動
を
始
め
た
団
体

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
福

井
支
社
大
野
営
業
オ
フ
ィ
ス

（
大
野
市
大
和
町
）が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

契
約
者
は
地
域
住
民
で
あ
り
、

地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
あ

る
こ
と
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
営
業
活
動
に
制
限

が
か
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　

現
在
は
、
営
業
所
の
近
く
の

越
前
大
野
駅
周
辺
の
清
掃
活
動

を
年
４
回
行
う
計
画
を
し
て
お

り
、
第
一
回
目
を
６
月
24
日
に

行
い
ま
し
た
。
総
勢
25
名
が
参

加
し
、
約
１
時
間
半
か
け
て
ゴ

ミ
拾
い
や
草
取
り
を
実
施
し
、

そ
の
量
は
ゴ
ミ
袋
10
袋
分
に
も

な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
人
と
関
わ
る
仕
事
が
で
き

な
か
っ
た
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

以
降
に
上
が
っ
た
。」と
同
営
業

所
長
は
実
感
さ
れ
た
一
方
、「
活

動
が
毎
月
だ
と
社
員
か
ら
負
担

感
の
訴
え
が
出
た
か
も
し
れ
な

い
。」と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
員
の
方
々
に
も
話

を
伺
い
ま
し
た
。

◦
仕
事
が
で
き
な
い
状
態
だ
っ

た
の
で
大
野
市
民
と
し
て
何
か

し
た
か
っ
た
。

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
り
た
い

気
持
ち
は
あ
っ
た
が
、
個
人
で

は
し
に
く
い
の
で
、
会
社
の
人

た
ち
と
で
き
て
よ
か
っ
た
。

◦
最
初
は
、
自
分
た
ち
が
や
る

の
？
掃
除
す
る
所
は
無
い
の
で

は
？
と
思
っ
て
い
た
が
、
自
分

が
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
だ
け

で
、
や
る
こ
と
は
あ
っ
た
。「
今

ま
で
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
て
い

た
」と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
。

◦
次
回
活
動
時
に
掃
除
し
た
い

場
所
が
見
つ
か
っ
た
。

◦
一
度
活
動
す
る
と
、
こ
の
後

の
状
態
が
気
に
な
る
。

◦
や
っ
て
み
た
ら
や
り
が
い
を

感
じ
、
毎
月
の
活
動
で
も
い
い

く
ら
い
と
思
っ
た
。

　

無
理
な
く
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
例
と
し
て
、
同
営
業
所
の

皆
さ
ん
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
が
、
こ
の
事
例
に
は
企
業

に
よ
る
従
業
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
支
援
と
い
う
側
面
も
あ

り
ま
す
。

　

企
業
が
従
業
員
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
意
義
は
、

地
域
・
社
会
の
た
め
に
な
る
と

い
う
点
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
今
の
社
会
環
境
の
変
化
の
中

で
、
従
業
員
の
社
会
課
題
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
る
点
や
、
働

き
方
改
革
・
休
み
方
改
革
へ
の

対
応
策
と
し
て
の
利
点
も
あ
り

ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
す
る
人
々
の
思
い（
主
体
性
）

に
も
と
づ
い
た
助
け
合
い
の
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ボランティアはじめの一歩

を
通
し
て
傾
聴
技
術
を
学
び
ま

し
た
。

ボランティア大募集！
あなたも“自分のできるボランティア”

探してみませんか？

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
よ
り



　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
視

覚
障
害
者
へ
の
情
報
提
供
手
段
の
ひ
と

つ
で
あ
る
点
訳
の
知
識
・
技
術
を
習
得

す
る
と
と
も
に
、
理
解
あ
る
人
材
を
養

成
し
、
点
訳
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
て
ん
て
ん
の
土
本
恵
美
子
氏
と
長
谷
川
直

美
氏
を
講
師
に
迎
え
、
６
月
18
日
か
ら
全
５
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
行
い
、
７
月
16
日
の
閉
講
式
で
は
修
了
さ
れ
た
３
名
の
受
講
生

に
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
了
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
、
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

～
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
～

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
６

月
か
ら
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
配

食
サ
ー
ビ
ス
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

こ
の
再
開
に
向
け
て
は
、
大
野
市

小
中
学
校
長
会
に
よ
る
呼
び
か
け
で
、

市
内
全
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
が
、

配
食
弁
当
用
カ
バ
ー
絵
の
作
成
を
行

い
ま
し
た
。

　

６
月
２
日
に
有
終
南
小
学
校
で
、

出
来
上
が
っ
た
カ
バ
ー
絵
の
贈
呈
が
あ
り
、
児
童
生
徒

代
表
と
し
て
、
有
終
南
小
学
校
の
廣
瀬
波
刀（
な
み
と
）

君
と
山
田
姫
奈（
ひ
な
）さ
ん
よ
り
、
巻
寄
大
野
市
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
カ
バ
ー
絵
は
１
８
６
７
枚
に
も
な
り
、

毎
月
１
～
２
回
各
地
区
で
民
生
児
童
委
員
や
福
祉
委
員

に
よ
り
配
達
さ
れ
る
お
弁
当
に
添
え
ら
れ
、
利
用
者
の

皆
さ
ま
に
も
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
７
月
４
日
に
結
と
ぴ
あ

で
、
初
め
て
要
約
筆
記
を
学

ぶ
方
を
対
象
に
要
約
筆
記
体

験
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
要
約
筆
記
」
と
は
、
パ
ソ

コ
ン
や
手
書
き
で
話
し
手
の

意
図
や
情
報
を
そ
の
場
で
文

字
に
し
て
伝
え
る
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
ひ
と

つ
で
す
。
聞
こ
え
の
不
自
由

な
方
々
に
と
っ
て
、
文
字
や

映
像
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と

は
と
て
も
重
要
で
あ
り
、
要

約
筆
記
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

福
井
県
聴
覚
障
が
い
者
セ

ン
タ
ー
よ
り
黒
川
裕
子
氏
と

内
藤
悦
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、

手
書
き
の
要
約
筆
記
を
体
験

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
熱
心

に
講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
、

実
技
を
通
し
て
さ
ら
に
理
解

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
７
日
に
天
神
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
、
利
用
者
と
職

員
を
対
象
に
、
消
防
避
難
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
実
際
に
非
常
ベ
ル

が
鳴
る
中
、
調
理
室
か
ら
発
火

し
た
と
い
う
想
定
で
訓
練
が
始

ま
り
、
参
加
者
ら
は
落
ち
着
い

て
屋
外
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

訓
練
を
見
守
っ
た
大
野
市
消

防
本
部
の
福
岡
予
防
課
課
長
補

佐
は
、「
避
難
訓
練
は
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
日
ご
ろ

か
ら
の
訓
練
が
大
事
。
一
番
大

切
な
の
は
、
安
全
に
確
実
に
逃

げ
る
こ
と
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
、
慌
て
る
こ
と
な

く
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
訓
練
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

安
全
に
、
確
実
に
避
難
す
る
た
め
に

～
天
神
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
消
防
訓
練
～

心のこもったメッセージ
ありがとうございます

あなたの手で「見える言葉」に

～要約筆記体験講座～

　大野市社会福祉協議会の介護保険・障害福祉サービス事
業所では、「県民行動指針」や厚生労働省からの感染予防対
策の通達に基づき対策を徹底しています。
　ご利用者様の検温や健康状態の確認、手洗い・アルコー
ル消毒、定期的な換気などを行って３密を避けています。
来客者に対しては、インターホンにて用件を確認してから
対面し、施設内に入る場合は検温や問診票の記入をお願い
しています。
　感染拡大防止対策をとりながら、安心してご利用いただ
けるよう努めています。

新型コロナウイルス感染拡大防止対策について
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◆
社
会
福
祉
事
業
寄
附
金
◆

【
５
月
16
日
～
７
月
31
日
受
付
分
】

ソ
シ
オ
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン

坂
下　

え
い
子

　
　
　
　
　

４
，
０
０
０
円

篠
島　

涼
之

　
　
　
　
　

５
，
０
０
０
円

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
正
信
寺

　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

黒
田　

宗
雲

　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

匿
名　

２
０
０
，
０
０
０
円

河
本
章
雄　

切
手
合
計

　
　
　
　
　
　
　

１
６
７
枚

　
　
　
　
　

５
，
２
４
１
円

匿
名　

切
手
合
計

　
　
　
　
　

１
，
４
４
４
枚

　
　
　
　

４
１
，
４
８
９
円

◆
物
品
寄
付
◆

匿
名

　
　

テ
ー
プ
オ
ム
ツ　

１
袋

　
　

尿
取
り
パ
ッ
ト　

４
袋

匿
名

　

点
訳
物（
歌
の
歌
詞
）12
点

◆
古
切
手
・
リ
ン
グ
プ
ル
◆

【
５
月
１
日
～
７
月
31
日
受
付
分
】

広
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク

芳
扇
会

嵐
谷
建
具
店

花
房　

文
子

富
平　

邦
子

上
野　

法
子

山
川　

明
美

Ｊ
Ａ
福
井
県
大
野
南
支
店

高
田　

育
代

川
上　

美
智
子

原　

ひ
な
た
・
ひ
よ
り
・
旭

宮
本　

幸
枝

岡
田
木
材

大
野
市
地
域
包
括

　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

春
日
一
丁
目
上
区

つ
く
し
サ
ロ
ン

松
原　

明
美

斉
藤　

愛
美

斉
藤　

将
也

斉
藤　

翔
稀

斉
藤　

亜
咲
美

中
矢　

美
子

吉
田　

生
子

あ
す
か
・
さ
や
か

森
永　

智
子

澤
田　

美
紀

ペ
ル
ル

村
上　

哉
翔

村
上　

愛
昊

村
上　

夢
晃

㈱
中
川
設
備

小
山
愛
育
会

笹
嶋　

貞
一

笹
嶋　

こ
ず
え

ビ
ュ
ー
ト
（
理
・
美
容
）

佐
々
木
美
容
院

松
田　

衣
世

佐
々
木　

信
次
郎

安
川　

幸
代

う
た
ご
え
喫
茶
ふ
れ
あ
い

三
屋　

峰
子

松
田　

守
男
（
理
容
）

佐
々
木　

善
市

宮
下　

多
津
子

前
田　

久
伊

㈱
マ
ル
ハ
ン
大
野
店

幾
山　

よ
し
子

か
を
る
美
容
室

明
治
安
田
生
命
大
野

美
里
美
容
室

斉
藤　

嘉
代
子

横
田　

良
子

富
田　

と
み
子

ソ
シ
オ
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン

　
　
　
　
　

坂
下　

え
い
子

吉
川　

和
子

小
池　

博
子　

稲
田　

富
美
子

中
島　

み
よ
子

松
山　

恵
子

山
本
建
設
工
業

山
下　

晃
澄

山
本　

幸
子

江
川　

知
佳

石
本　

厚
子

東　

政
江

篠
座
こ
ど
も
園

松
田
病
院
キ
ラ
キ
ラ
の
里
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し
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あ
た
た
か
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あ
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の
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ご
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ま
し
た
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申
し
上
げ
ま
す
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